
ユースが見る気候変動問題とその関わり方

2026年1月30日
IPCCシンポジウム『直面する気候変動に対処するための様々な道筋を考える』

青年環境NGO Climate Youth Japan

〜COP30参加を例にした国内外における活動〜



団体・活動紹介
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団体紹介

概要

国外在住含め全国各地から集まった、高校生から大学生・院生、
社会人ユースなどのメンバー約50名程度で活動。

「ユースが気候変動を解決に導くことで衡平で持続可能な社会を実現する」をビ

ジョンとし、1.5度目標の達成を見据えてユースが社会の意思決定の

プロセスに関わることを目指す。

COP15（第15回気候変動枠組条約締約国会議）に参加した日本のユースに
より、2010年に設立。 今年で17年目。

Vision

Foundation

Members
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団体紹介

組織図
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取り組み紹介

政策提言部門の紹介

政策立案

エネルギー

AFOLU

自然科学 社会科学

政策提言部門の役割・目的

2025年度のメイントピック

基盤とする知識
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取り組み紹介

政策提言部門

第7次エネルギー基本計画 地球温暖化対策計画の改定

対面での提言手交&意見交換
@経済産業省・資源エネルギー庁
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取り組み紹介

政策提言部門

共同提言や国際会議への提言

World Food Forumへの意見書

INC-4に向けた共同
提言（ユース6団体）

提言に向けた勉強会の開催
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取り組み紹介

ユース参画部門

ユースは将来において、

気候変動の影響を最も受ける世代

気候変動政策などの

政策決定プロセスへの参画が必要
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現状の課題 1. 政策提言

● 一方通行

● 提言がどう扱われているかわからない

● 実行に移されることがほぼない

2. 意見交換

● 不定期かつ非公式であり、聞かれた意見が反映されることは稀

日本においてユース参画は十分に達成されていない

取り組み紹介

ユース参画部門

実行していること
      1. 定期的、相互的、直接的に政策プロセスに
　　　　　関われるYouth Councilの創立に向けた調査や提言

      2. Local Conference of Youthの開催
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取り組み紹介

■Youth Councilの設立に向けた活動■

Youth Councilの設立を目指す

内部での

認識統一

なぜユースカウンシルが必要なのかなど

計5回開催

ユース団体との
意見交換

JYPS, 次世代ユネスコ国内委員会, COND, 
日本若者協議会

専門家の方との
意見交換

UNDP, IGES, 
全国ユースカウンシル連盟

省庁や議員の方
との意見交換

子ども家庭庁, 公明党
4月以降に本格化予定

海外事例調査 COY/COPでユースカウンシルに関する
各国ユースの意識調査
デンマーク、フィンランドの事例調査

きっかけ：

COP28ジャパンパビリオンの
登壇にて
「ユースカウンシル」をトピック

として扱ったこと
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取り組み紹介

LCOY （Local Conference of Youth）

■2024 LCOY Japanの開催■

・50名以上が参加し、National Youth Statementを提出

・環境省や地球環境戦略研究機関の方の講演

・Music Liveを開催

COP
　↑
COY（Conference of Youth）
（COP前、数日間行われる若者による会議）
　↑
LCOY
(国・地域レベルで行われる若者の会議)
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概要

・2025年7月27日～8月10日

・YPFPとCYJが共催

・10か国から約60名の参加者

①気候変動に関する勉強会

②気候変動課題に対するディスカッション

③National Youth Statementの作成

④専門家からの助言、コメント

活動内容

取り組み紹介

LCOY （Local Conference of Youth）
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概要

活動紹介

COP部門(今年度はCOY20・COP30)

・2025年11月５日～23日

・ブラジル・ベレンに7人派遣
（前半４人、後半３人）

①COPに向けた事前勉強会

②Pavilion等での登壇・情報発信

③海外のユースとのネットワーキング

④各国・セクターのPavilionの視察

⑤交渉の傍聴

⑥報告会の開催

活動内容



COY20/COP30での活動
● 参加目的
● COP参加を通して
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COY20/COP30での活動

- 政策提言に留まらず、COPで多様な関係者と協働し、次年度以降の具体的な社会
実装アクションへ繋げるための基盤を確立する。

CYJがユース団体として参加した背景

人材育成的価値が付与された COP派遣に

- 国際的な場で自己を客観視し、個人の成長と自立を促すことで、COP派遣にCYJの
理念に基づく人材育成的価値を持たせる。

政策提言から踏み込んだプラクティカルな活動への体制構築
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参加規模：世界約20カ国、50〜60名のユースが参加

■ セッションの要点

1. GST（グローバル・ストックテイク）

○ 5年ごとの「世界の成績表」。

○ 進捗を総括評価し、次なる目標（NDC）

の引き上げを促す。

2. ETF（透明性強化枠組み）

○ 2年ごとの「活動報告書」。

○ 排出量や資金、適応策を共通ルールで

報告し、相互信頼を築く。

「透明性」こそが国際協力のインフラである。 
途上国への技術支援を含め、信頼に基づいた
目標引き上げが不可欠。

COY20でのセッション主催
COY20/COP30での活動
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公式サイドイベントなどでの登壇  
COY20/COP30での活動
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COP派遣を通して

在り方の更新

• 「政府との距離感」と
「日本人としての責
任」の再定義

働き方の更新

• 交渉を「追う」から
「参画」へ

繋ぎ方の更新

• 理想を実装し、対話
で希望を維持

3つの更新があった COP
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COP派遣を通して

日本ユースとしてどうあるべきかを再検討するきっかけに

日本ユース（CYJ）としてどうあるべきか

日本国内での立ち位置

政府との距離の近さ

＝>若者の意見が届けられる

ex.省庁との意見交換会、交渉官との勉強会

距離が近いことの欠点

提言が現実よりになってし
まう。ex.経済状況や産業界

への考慮等

産業界からの要望

若者でしかできないことを実現してほしい

ex. NIKKEI GX　ユース対話会

日本国外からの要求

各国ユースの要望

ex. 資金援助

各国ユースの現状

日本の取り組みへの認知

日本へのアプローチ手段
不足

市民社会の要望

ex. 野心向上

化石賞

科学界からの要望

若者言葉で科学を伝える

by IPCC bice chair

政府との距離の近さは、国外の声も届ける手段として活用すべき

現実路線と野心向上の
対立

在り方の更新

要望
一致

要望
一致

相互理解の必要性
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COP派遣を通して

 YOUNGO：UNFCCC公式ユース構成団体

● 定義と役割：　 UNFCCCにおける公式な若者団体

世界中のユースを代表し、気候変動政策の提言や交渉への参加を通じて、若者の声を

国連プロセスに反映させる。

● 主要な会議：　COY（Conference of Youth）

○ YOUNGOが主催し、毎年COP直前に世界中の若者が集う国際会議。

○ COPへの提言内容をまとめ、若者のネットワーキング機会となる。

● 提言活動：　LCOYとユース・ステートメント

○ LCOY（Local COY）：世界各地の地域会議で、ローカルな意見を収集。

○ これらの意見は、National Youth Statementを経て統合され、最終的に

COPへ提出するGlobal Youth Statementとして集約される。

YOUNGOとは
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COP派遣を通して

これまでの働き方=交渉を”追う”

1. 勉強会

2. 交渉を聞く

3. 報告会等で学びを共有

交渉を追うから参画するへ、それができる体制構築へ

これからの働き方=交渉に”参画する”

1. 意見を集約する

2. 交渉を聞く

3. 交渉官にアプローチし、意見を伝える

本来の市民社会に求められる交渉への参加の形
YOUNGOでの活動にはインセンティブも大きい
ex.交渉官やIPCCの研究者へのキャリアアップ

||
YOUNGO等の国際的ネットワークの積極的活用が必要
現在、YOUNGO内に日本人ユースはほとんどいない

参画の仕方はYOUNGOが良い例
ex.notetaking=>intervention、bilateral

政策へ若者
の意見を反
映できない
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COP派遣を通して

CYJの活動自体も、提言から実装のフェーズへ
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COP派遣を通して

CYJの体制を提言のみ→提言＋実装へシフト

 案1: 炭素会計を学び、CYJをカーボンニュートラルにする

 案2: 省庁と協力した気候変動に関する普及活動

 案3: 科学的事実を若者に適した言葉で発信する

 案4: 企業とのコラボレーション

CYJの活動自体も、提言から実装のフェーズへ
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• RCOYへの参画

• LCOY2026の開催

• COP31@トルコへの派遣

• 勉強会の増強

• フィールドワークの開催

• 省庁への政策提言活動

• 実装部門構築への準備

おしまいに

COP30報告書を近日公開予定

今後のCYJの活動紹介

（仮）

2026年度CYJ活動内容



Thank you!!

@climateyouthjapan

https://www.climateyouthjp.org/

Climate Youth Japan (CYJ)


